
平成 28 年度公益社団法人長野県社会福祉士会事業報告 

 

 Ⅰ 総 括 的 事 項   
 

平成２８年４月１日登記が完了し当会は公益社団法人

としてスタートしました。これにより、当会には一層公

益的な活動が求められ、長野県における責任も増してき

ました。県民の日常生活に欠くことのできない事業を展

開する団体となったと言う事であります。６月４日には、

長野大学において公益社団化記念として福祉まるごと学

会を開催しました。「社会福祉士・社会福祉士会の未来

を語る」と題し日本社会福祉士会の松山茂樹副会長、中

村英三長野大学学長、宮島渡元会長よりエールを送って

いただきました。 

７月には相模原市の障がい者支援施設での大量殺傷事

件を受け、いち早く会長声明を発出しました。これは、

「究極の人権侵害であり、虐待であり、生命の尊厳を冒

涜するものである。」との認識、容疑者の間違った考え

に危機感を覚え作り上げた物です。この声明は全国的に

も高い評価を受け、差別解消法セミナーで中央から招い

た尾上浩二 DPI 副議長からも早い段階でこの声明が発せ

られたことに勇気を与えられたと称賛のお言葉をいただきました。倫理綱領上もこの活動は私達の使命

であり社会に対する責任でもあります。 

各委員会、地区役員選出のための 4 地区での総会、各種セミナーも定着してきました。長野県は広く

縦に長いため多くの会員が全県で集うことは困難です。より顔の見える関係性の構築を進め、各地域・

圏域の独自性が強まることでしょう。また、まるごと学会や各種セミナー・シンポジウムは福祉社会の

実現のため、社会啓発のため企画実施し、福祉の専門職団体・長野県社会福祉士会の存在のアピールに

貢献しました。 

 研修事業では、昨年に引き続き基礎研修全科目修了者３４名を輩出しました。研修参加者数は他県に

比べ多く、新潟県、山梨県との相互乗り入れは定着し有効に機能しました。また、社会福祉士実習指導

者講習会、社会福祉士国家試験受験対策支援の統一模擬試験の実施、高齢者虐待対応現任者標準研修を

実施して会員以外にも研修の機会を提供しました。 

虐待対応では 4 月に県弁護士会との専門職チーム派遣協定を高齢に引き続き、障がい分野でも締結し

ました。その際、専門職チームの派遣を促進するよう県健康福祉部長への要望活動を行っています。弁

護士会とはこの活動の他、協働の研修会やセミナー・研修会への相互講師派遣など連携を密に行ってき

ました。さらに、７月には県内の福祉職能５団体が共催してソーシャルワーカーデー企画として災害福

祉フォーラムを実施しました。災害時のネットワーク構築とともに職能団体のさらなる連携の第一歩と

なりました。 

平成２９年４月１日現在の本会会員は１,０７７人、この１年間で６７人の会員を迎えましたが、退会

者も多く実質４１人の増に留まりました。そして組織率は３０.３％と低迷していますが、全国的には上

から６位の位置で、また人口１０万人当たりの会員数は５１.３人となり全国第３位となっています。 

今年度の事業実績・教訓を活かしながら、我々長野県社会福祉士会員は公益社団法人の組織の一員と

して、ソーシャルワーカーとしてさらなる前進が求められています。 

 



信濃毎日新聞（H28.7.24 朝刊） 

 Ⅱ セ ミ ナ ー 等 開 催 事 業  
 

１ 福祉まるごと学会 

(1) 平成２８年度 福祉まるごと学会 

① 企 画  福祉まるごと学会運営委員会 

② 日 時  平成 28 年 6 月 4 日(土) 13：20～16：20 

③ 会 場  長野大学４号館・リブロホール 

④ 参加者  １８２人 

⑤ 内 容   

○ 実践レポート 正会員 20 人（高齢者、障がい者、児童・教育、地域福祉、権利擁護の5分野） 

第１分科会 

高齢者関係 

第２分科会 

 障がい者関係 

第３分科会 

児童・教育関係 

第４分科会 

地域福祉関係 

第 5 分科会 

権利擁護関係 

中野  純 勝又小百合 斎藤百合子 新保 賀朗 比田井直樹 

伊藤 浩志 木島美佐子 宮嵜 貞子 佐々木俊介 小高  朗 

和田健太郎 林  裕子 有田 和美 小林 俊之 三村 仁志 

花川あづま 竹内 雅智 塩原 賢一 山﨑 博之 矢澤 秀樹 

○ 公益社団移行 記念鼎談 

◇ テーマ：社会福祉士・社会福祉士会の未来 

◇ 鼎談者 

 松山茂樹氏（新潟医療福祉大学 学科長・日本社会福祉士会副会長） 

 中村英三氏（長野大学 学長・前本会理事） 

 宮島 渡氏（日本社会事業専門職大学院特任教授・アザレアンさなだ総合施設長・元本会会長） 

 

 (2) 災害福祉支援フォーラム 

（ソーシャルワーカーデー連動企画） 

① 企 画  災害福祉支援プロジェクト 

② 日 時  平成 28 年 7 月 23 日（土） 

③ 会 場  長野県看護協会会館（松本市） 

④ 参加者  ７０人 

⑤ シンポジウム   

◇ テーマ  「災害派遣福祉チーム(DWAT) 

の立ち上げを目指して」 

◇ 講演  「岩手県災害派遣福祉チームの立上げと 

定着に向けた取り組み」  

〇 都築光一氏（東北福祉大学総合福祉学部教授） 

◇ 熊本地震支援活動レポート 

〇 山﨑博之氏（長野県社会福祉協議会主事・本会会員） 

〇 本木智恵子氏（ジョイフル岡田デイサービス・ 

県介護福祉士会会員） 

◇ パネルディスカッション 

    〇 パネラー 県社会福祉士会・県介護福祉士会・県介 

  護支援専門員協会・県医療社会事業協会・県看護協会 

〇 都築光一氏（前掲） 

 

 

 



(3) 累犯障がい者・高齢者の支援を考えるセミナー 

① 企 画  定着支援センター運営委員会 

② 日 時  平成 28 年 11 月 2 日（水）13：00～16：30 

③ 会 場  松本市浅間温泉文化センター 多目的ホール  

④ 参加者  １０２人 

⑤ 内 容   

〇 講 演  

◇ テーマ「罪に問われた障がい者・ 

高齢者の実情と今後の課題」 

◇ 講 師：山本譲司氏（作家・元衆議院議員） 

〇 シンポジウム 

◇ テーマ「累犯障がい者・高齢者の支援方法について」 

◇ シンポジスト 

 山 本 譲 司 氏（前掲） 

 犬 飼   厚  氏（養護老人ホーム松寿荘 副所長） 

 堀 川 勝 己  氏（ＮＰＯ法人まいぺーす理事長） 

 桑 原 行 恵 氏（府中刑務所・福祉専門官） 

 堀 米 美 聡 氏（県弁護士会会員高齢者・ 

                         障害者支援センター委員） 

◇ コーディネーター  

 小 池 正 志（長野県地域生活定着支援センター長） 
 

(4) 「介護の日」普及県民の集い 

① 主 催  「介護の日」普及実行委員会 

※  構成団体：長野県社会福祉士会／長野県介護福祉士会／長野県社会福祉協議会／長野県介護支援 

   専門員協会／長野県高齢者福祉事業協会／長野県介護福祉士養成施設連絡会／長野県 

社会福祉法人経営者協議会／長野県身体障害者施設協議会／長野県老人保健施設協議会 

② 日 時  平成 28 年 11 月 11 日（金）13：00～16：30 

③ 会 場  長野市若里市民ホール  

④ 参加者  ５１６人 

⑤ 内 容 

○ 介護ロボットのデモンストレーション  

 ○ 介護事業所職員によるバンド演奏、長野県シニア大学長野学部アトラクション、長野音楽療

法研究会発表、介護福祉士会認知症レク部会発表 

  ○ 介護カフェ（介護相談・福祉相談）、福祉機器・用品等の展示、介護食の紹介・試食等 

 ○ 介護技術の演習（日常介護の技術的工夫） 

 ○ 会員スタッフ：三村仁志、小林俊之、池内慎、中澤純一、曲淵紀子、竹内春美、高島隼人、

栗林幸隆、田村幸樹、渋澤昌也 
 

 (5) 重症心身障がい児・者シンポジウム 

① 企 画  県社士会・中信地区 

② 日 時  平成 28 年 12 月 9 日（金）13：00～16：30 

③ 会 場  松本市総合社会福祉センター 

④ 参加者  ９５人 

⑤ 内 容 

第 1 セクション  現場の声 

          養護学校進路指導教諭 福祉施設看護師 ほっぷらいふ  

 第 2 セクション  「地域生活支援拠点整備事業」について 

           上小圏域障害者総合支援センター 所長 橋詰 正氏   

 第 3 セクション  今後の進め方 

長野県障がい支援課 障がい福祉幹 樋口忠幸氏 



第 4 セクション  夢を語る 

          長野こども療育推進サークル ゆうテラス 亀井智泉氏 
 

(6) 障がい者差別解消に向けての地域セミナー in 須坂（県補助事業） 

① 主 催  長野県社会福祉士会、長野県、長野県身体障害者福祉協会、須坂市社会福祉協議会 

② 日 時  平成 28 年 12 月 15 日（木）13：30～16：30 

③ 会 場  須坂市文化会館メセナホール 

④ 参加者  １６２人 

⑤ 内 容 

○ 講 演 障がいを理由とした差別の解消に向けて 

◇ 講 師 尾上浩二氏（ＤＰＩ日本会議副議長、前内閣府障害者制度改革担当室政策企画調査官） 

○ シンポジウム  ―ともに生きる福祉の地域づくりをめざして― 

◇ シンポジスト  尾上 浩二氏（前掲） 

     〃     池田  純氏（特定相談支援事業所 ジェイハート代表） 

     〃     富岡由紀子氏（須坂市手をつなぐ育成会副会長） 

      〃     神屋 初枝氏（須坂市保健補導員会会長） 

◇ コーディネーター  三村  仁志  （長野県社会福祉士会長） 
 

(7) 障がい者差別解消に向けての地域セミナー in 伊那（県補助事業） 

① 主 催  長野県社会福祉士会、長野県、長野県身体障害者福祉協会、伊那市社会福祉協議会 

② 日 時  平成 29 年 2 月 22 日（水）13：30～16：30 

③ 会 場  伊那市公民館 

④ 参加者  ９２人 

⑤ 内 容 

○ 講 演 障がいを理由とした差別の解消に向けて 

◇ 講 師 尾上浩二氏（ＤＰＩ日本会議副議長、前内閣府障害者制度改革担当室政策企画調査官） 

○ シンポジウム  ―ともに生きる福祉の地域づくりをめざして― 

◇ シンポジスト  尾上 浩二氏（前掲） 

     〃     池田  純氏（特定相談支援事業所 ジェイハート代表） 

     〃     市川 直哉氏（サークルひまわりのたね代表） 

      〃     唐澤 深雪氏（上伊那郡内小学校ＰＴＡ）  

◇ コーディネーター 三村 仁志 （長野県社会福祉士会長） 
 

 (8)  総合事業を実際の取り組みから学ぶセミナー 

   ～実践報告から考える現状と課題、それぞれの役割とは～ 

① 企 画  中信地区 

② 日 時  平成 29 年 2 月 18 日（土）13：30～16：30 

③ 会 場  松本市松南地区公民館 

④ 参加者  ７０人 

⑤ 内 容 

○ 第一部 実践報告 

 ◇ 川端 恵美氏（御代田町） 長野県で最初の総合事業の取り組み 

 ◇ 北條  悟氏（松本市）  中信地区の取り組み① 

 ◇ 坂口  功氏（朝日村）  中信地区の取り組み② 

○ 第二部 トークセッション 

◇ 新保 賀朗氏（安曇野市・これから実施する自治体） 

◇ 川端 恵美氏（御代田町） 

◇ 北條  悟氏（松本市） 

 ◇ 坂口  功氏（コーディネーター） 



 (9)  シンポジウム 「援助者のこころの健康について」 

－私たちがより良い支援をしていくために大切なこと－ 

① 企 画  県社士会・南信地区 

② 日 時  平成 29 年 2 月 18 日（土）13：30～16：30 

③ 会 場  茅野市文化センター 

④ 参加者  ４０人 

⑤ 内 容  シンポジウム 

◇ コメンテーター 濱口 史江氏（介護老人保健施設 虹の森 医師）  

◇ シンポジスト  長田 香織氏（茅野市役所 こども・家庭相談係長） 

河原 淳史氏（NPO 法人あづみ野 精神保健福祉士） 

北沢 将広氏（介護老人福祉施設さくらの 生活相談員） 

◇ コ-ディネ-タ-  勝又小百合氏（長野県社会福祉士会理事） 
 

 

 (10)  シンポジウム「子どもの貧困を考える」 

① 企 画  県社士会・東信地区 

② 日 時  平成 29 年 2 月 25 日（土）13：00～16：00 

③ 会 場  佐久大学 

④ 参加者  １１０人 

⑤ 内 容 

○ 基調講演 鈴木忠義氏（長野大学 社会福祉学部准教授） 

○ パネルディスカッション 

◇ パネリスト  鈴木 忠義氏（前掲） 

〃    弓田 香織氏（南信教育事務所 スクールソーシャルワーカー） 

〃    美谷島越子氏（ＮＰＯ法人フードバンク信州・副理事長） 

◇ コ-ディネ-タ- 佐藤もも子氏（東御市社会福祉協議会 まいさぽ東御 相談支援員） 
 

 (11)  シンポジウム「子どもの貧困、子どもに寄り添う支援」 

① 共催 日本社会事業大学同窓会長野県支部 

② 日時 平成 29 年 2 月 25 日（土）13：00～ 

③ 会 場  長野市柳原公民館 

④ 参加者  ８２人 

⑤ 内 容 

○ 基調講演 子どもに寄り添う支援とは 

◇ 講 師  山下英三郎氏 

（日本社会事業大学名誉教授） 

○ パネルディスカッション 

―現場からの発信、 

私たちの取組み、そして願い‐ 

◇ パネリスト   

島田和政氏（長野市立綿内小教諭） 

渡邉貴之氏（板倉レディース 

クリニック副院長） 

丸山沙織氏（池田町 社会福祉士） 

◇ コメンテーター 山下英三郎氏（前掲） 

◇ コーディネーター  内田 宏明氏（長野県 

社会福祉士会理事） 

 

信濃毎日新聞 平成 29 年 2月 26 日（日） 



   Ⅲ 研 修 開 催 等 事 業  
 

１ 社会福祉士 基礎研修Ⅰ            

 ○ 日  程  平成 28 年 7 月 23 日・10 月 30 日（２日間） 

○ 会 場  松本市総合社会福祉センター 

○ 受講者  ６０人 

 ○ 講 師  矢澤秀樹／小池正志／廣瀬豊／森田靖子 

○ 内 容  社会福祉士会の歩み・組織、生涯研修制度、倫理綱領・行動規範の理解等 

 

２ 社会福祉士 基礎研修Ⅱ            

 ○ 日 程  平成 28 年 5 月 7 日～平成 29 年 1 月 7 日（月１回） ９日間 

○ 会 場  松本市総合社会福祉センター・松本市浅間温泉文化センター 

 ○ 受講者  ３５人 

 ○ 講 師  青木靖志／森田靖子／矢澤秀樹／森貴男／佐藤もも子／長峰夏樹／西澤範昭 

合田盛人／三村仁志 

○ 内容等  相談援助、社会福祉援助、ソーシャルワーク、コミュニティソーシャルワーク、社会

資源開発、ネットワーク、福祉政策、社会福祉調査、スーパービジョン、権利擁護、

実践研修 

 

３ 社会福祉士 基礎研修Ⅲ 

 ○ 日 程  平成 28 年 5 月 7 日～平成 29 年 2 月 7 日（月１回） 10 日間 

○ 会 場  松本市総合社会福祉センター・松本市浅間温泉文化センター 

 ○ 受講者  ３６人 

 ○ 講 師  廣瀬豊／森田靖子／西澤範昭／合田盛人／三村仁志／佐藤もも子 

長峰夏樹／若林喜久雄 

○ 内容等  対人援助、事例研究、意思決定の支援、地域における福祉活動、組織マネジメント、

リスクマネジメント、福祉サービスの質と評価、スーパービジョン、新人教育 等 

 

４ 福祉関係者のための地域ネットワーク実践力養成研修（認定社会福祉士制度 認証研修） 

 ○ 日 程  平成 28 年 10 月 8 日・9 日・平成 29 年 2 月 14 日（3 日間） 

○ 会 場  なんなん広場、松本市総合社会福祉センター 

○ 受講者  ２４人 

○ 講 師  萱津公子／坂口功／丸山沙織／長峰夏樹／小松真樹／春日優美 

勝見琴江／佐藤もも子 

○ 内 容  ソーシャルワーク実践におけるネットワーク構築、個と地域の一体的アプローチ、組

織・関係機関のネットワーク作り、地域ネットワーク作り 

 

５ 社会福祉士実習指導者講習会 

 ○ 日 程  平成 28 年 7 月 30・31 日（2 日間） 

 ○ 会 場  長野大学 

○ 受講者  ３１人 

 ○ 講 師  内田宏明／森田靖子／細田昌義 

 ○ 内 容  実習指導概論、実習マネジメント論、実習プログラミング論、実習スーパービジョン論 



６ 社会福祉士全国統一模擬試験          

 ○ 日 程  平成 28 年 10 月 2 日（日） 

 ○ 会 場  長野大学 

 ○ 受験者  ７１人  

 

７ 高齢者虐待対応現任者標準研修 

○ 日 程  平成 28 年 6 月 27 日・7 月 8 日・12 日（３日間） 

○ 会 場  長野県総合教育センター（塩尻市） 

○ 受講者  １２７人 

○ 内 容  高齢者虐待防止法の理解、高齢者虐待対応と権利擁護、初動期段階・終結段階の留意

点とポイント総合演習Ⅰ・Ⅱ 等 

○ 講 師 

外部講師：五味弘行氏（長野県弁護士会員） 

会員講師：矢澤秀樹／金川優子／永池幹／宮本雅透／南澤保徳／勝又小百合／金箱翼 

ファシリテーター（上記会員を含む）：北澤さつき／高橋保行／渋沢昌記／丸茂一樹／川瀬初美 

横山昌由／加藤和美／大井富美子／坂口功／依田あけみ／高橋徹也／前川智望／神津直也 

佐々木公子／宮下朋子／宮津江利子／守屋幹雄 

 

８ 高齢者虐待対応講師研修（長野県、長野県弁護士会と共催） 

 ○ 日 程  平成 28 年 11 月 22 日（火） 

 ○ 会 場  本 会 場：長野県弁護士会館（長野市） 

衛星会場：上田・松本・飯田在住会館（県弁護士会テレビ会議システム利用） 

 ○ 受講者  ７４人（社会福祉士／３３人、弁護士／４１人） 

○ 内 容  

  ● 虐待対応研修会 

  講義(演習) テーマ 『虐待対応の基礎知識、専門職チームの役割と体制整備』 

    講 師 ① 大橋洋介 弁護士（仙台弁護士会高齢者・障害者委員会委員長） 

    講 師 ② 小湊純一 社会福祉士（宮城県社会福祉士会副会長） 
 

９ 実践研究発表（平成 29 年度福祉まるごと学会）に向けた抄録の書き方・発表の方法 講座 

   ○ 日 程  平成 29年 3月 25 日（土） 

   ○ 会 場  長野大学 

   ○ 受講者  １４人 

   ○ 講 師  鈴木忠義氏（長野大学准教授） 

      ○ 内 容  基礎研修Ⅱの実践評価・実践研究系科目Ⅰに準じた講義・演習  
 

10 講師派遣事業 

(1) 虐待対応専門職派遣（協定に基づき弁護士とチーム派遣） 

○ 虐待対応専門職チーム派遣    ４自治体等 

○ 派遣会員：永池幹／金川優子／矢澤秀樹／宮本雅透 
 

 (2) キャリア形成訪問指導事業（県補助事業） 

  ○ 訪問派遣事業所数   ７５事業所 

 ○ 研修内訳 

高齢者虐待対応（22） 接遇・コミュニケーション（16） ターミナルケア・グリーフケア（9） 

成年後見制度入（ 5） 職業倫理      （ 5）      障がい者虐待対応（ 5） 

権利擁護    （ 4）  リーダーシップ（ 3）           その他           （ 6） 



○ 派遣会員 

青木靖志／青柳與昌／池田純／石川貴浩／伊藤芳子／衛藤史朗／沖弘宣／奥永学／加藤和美 

金川洋／金川優子／金箱翼／上條通夫／萱津公子／川瀬初美／北原俊憲／小池達也／小池正志 

小須田眞人／小林俊之／駒村和文／坂口功／佐々木公子／佐藤もも子／渋沢昌記／秦泉寺孝 

杉浦剛／髙岡久章／戸﨑洋子／永池幹／中村正人／二村高明／平澤大介／福澤智子／三村仁志 

宮島渡／横山昌由 

 

(3) 介護支援専門員研修講師派遣（県社会福祉協議会） 

① 介護支援専門員 更新研修（実務未経験者）及び再研修「相談面接技術の理解」 

6 月 1 日 長野会場 講師：西澤茂洋 助言者：中野 純、長戸桜子 

8 月 2 日 長野会場 講師：森 貴男 助言者：髙岡久章、守屋幹雄 

10 月 5 日 松本会場 講師：守屋幹雄 助言者：森 貴男、中野 純 

② 介護支援専門員実務研修 専門研修 課程Ⅰ「対人個別援助技術及び地域援助技術」 

6 月 22 日 長野会場 講師：矢澤秀樹 助言者：長戸桜子 

8 月 24 日 長野会場 講師：小池達也 助言者：長戸桜子 

10 月 25 日 松本会場 講師：矢澤秀樹 助言者：長戸桜子 

③ 介護支援専門員実務研修「相談援助の専門職としての基本姿勢及び相談援助技術の基礎」 

12 月 20 日 長野会場 講 師：髙岡久章、守屋幹雄 

助言者：伊藤直哉、中野純、森貴男、長戸桜子 

1 月 6 日 松本会場 講 師：森 貴男 

助言者：西澤茂洋、二村高明、長戸桜子 

 

(4) 他団体からの講師等要請派遣 

 ① 信濃町社会福祉協議会（介護職員初任者研修） 

   派遣会員：田村幸樹／小池正志／丸山克之／吉澤利政／大蔦智子 

 ② (一社)社労士成年後見センター（社労士成年後見人養成研修） 

   派遣会員：衛藤史郎／北原俊憲／塩原賢一／倉科準二／守屋幹雄／粕尾涼平 

③ 長野県木曽地方事務所（権利擁護に関する取組状況調査） 

  派遣会員：上條通夫／小池正志／秋葉多岐子 

 ④ 松本市社会福祉協議会（松本市認知症サポーター養成講座） 

    派遣会員：土屋ゆかり 

 

11 各種審議会・審査会・協議会等委員の推薦 

○ 長野県介護保険審査会委員  萱津公子 

○ 日常生活自立支援事業締結審査会委員（長野県社協）  三村仁志 

○ 後見活動適正化委員会委員（北信圏域 6 市町村） 野口一輝 

○ 上小圏域成年後見支援センター運営委員会委員  宮入典子 

○ 上伊那成年後見センター法人後見受任審査会委員  林 義也 

○ 長野市成年後見センター専門職調整委員会委員  小池正志 

○ 長野市高齢者虐待防止ネットワーク運営協議会委員  渋沢昌紀 

○ 長野市いじめ問題対策連絡協議会委員 宮嵜貞子 

○ 北アルプス成年後見支援センター運営委員会委員 守屋幹雄 

○ 長野市認知症支援検討委員会委員 小山順子 

○ 佐久広域連合成年後見支援センター運営協議会委員  宮澤昭一 

○ 長野県福祉サービス適正化委員会委員（長野県社協・第三者機関） 合田盛人 

○ さく成年後見支援センター法人後見受任審査会委員  宮澤昭一 



○ 松本市高齢者・障害者虐待防止ネットワーク協議会委員  大谷庄司 

○ 松本市地域包括ケア協議会委員  横山昌由 

○ 長野市障害者虐待防止連携協議会委員  青柳興昌 

○ 北アルプス連合第 7 期介護保険事業計画作成委員会委員  守屋幹雄 

○ 伊那市権利擁護ネットワーク連絡協議会委員  関裕一 

○ 御代田町地域包括支援センター運営協議会委員  金川優子 

○ 長野県社会福祉協議会理事  青柳興昌 

○ 権利擁護センターぱあとなあ運営協議会委員（日士会） 三村仁志 

○ 権利擁護センターぱあとなあ運営協議会虐待対応専門プロジェクトチーム（日士会）宮本雅透 

 

12 平成 29・30 年度 介護認定審査会委員の推薦 

○ 長野広域 ；髙橋保行、青木正心、田村幸樹、立松進治、長谷川弘樹、青柳與昌、髙島隼人 

小池輝明 

 ○ 上田広域 ；宮下明子、蒲生俊宜、掛川敦、細野みどり 

○ 佐久広域 ；佐々木公子、大塚寛美、神津直也、川瀬初美 

○ 北アルプス広域；守屋幹雄、荒井俊光 

 ○ 松本広域 ；杉本博志、清澤秀彦、塩原賢一、倉科準二、山田洋、三木千弘 

 ○ 諏訪広域 ；山田紀子、進藤竜一 

○ 上伊那広域；西澤智美、矢澤澄香 

○ 南信州広域；林篤史、大澤孝史 

 

13 平成 29・30 年度 障害支援区分認定審査会委員の推薦 

○ 長野広域 ；澁澤昌也 

○ 佐久広域 ；早水卓也、井出亮 

○ 松本広域 ；小池達也 

○ 上伊那広域；菅野明子、宮田信子 

○ 南信州広域；島崎智美、竹重伸顕、畔上浩一、熊谷充子 

 

14 講師養成中央等派遣研修 

① スーパービジョン研修（8 月 27～28 日・大阪、11 月 12～13 日・東京） 

永池幹（大阪）／坂口功（大阪） 

三村仁志（東京）／青柳興昌（東京）／勝又小百合（東京） 

② 基礎研修講師養成研修（12 月 10 日・東京） 

駒村和文（東京）／角田信治（東京）／森貴男（東京） 

③ 虐待対応専門研修～アドバイザーコース～研修（12月3～4日・前期、2月18～19 日・後期、東京） 

   永池幹／金箱翼／渋沢昌記／依田あけみ 

④ 現場のための障害者虐待防止研修～行政対応者コース～（10 月 29～30 日・東京） 

平澤大介／関口あい子／駒村和文 

⑤ 障がい者の地域生活支援研修（11 月 26～27 日・前期、1 月 14 日・後期、東京） 

澁澤昌也 

⑥ 成年後見人養成新研修講師養成研修（11 月 26～27 日・東京） 

上條弘／高橋保行／小林俊之 

⑦ 自殺予防ソーシャルワーク研修（2月 4日～5日・東京） 

上條通夫／佐藤もも子 

⑧ 行政関係者・関係団体むけ高齢者虐待防止・対応のための研修会（2月 27日・東京） 

宮本雅透 



Ⅳ 広 報 事 業 
１ 広報紙発行 

 (1) 発行部数 

   ２,２００部（会員＋事業所向け） 

 (2) 発行概要 

   ・公益社団移行に併せ広報紙のロゴを変更 

   ・寄稿者延べ人数 ７５人 

   ・連載：信州ぐるっと！！、リレーエッセイ、 

       私の地区の学習会 

① 広報紙第 154 号 平成 28 年 5 月 1 日発行 

 ・長野県社会福祉士会公益社団法人化!! 

 ・県内 4 地区で地区総会を開催 

 ・権利擁護セミナー 

 ・「ガレキとラジオ」上映会＆講演会 

 ・権利条約・障害者差別解消法等を考える 

シンポジウム 

② 広報紙第 155 号 平成 28 年 7 月 1 日発行 

 ・平成 28 年度福祉まるごと学会報告 

 ・長野県社会福祉士会の変遷 

 ・委員会紹介：広報編集委員会 

 ・特集「新入会者さん、いらっしゃ～い」 

③ 広報紙第 156 号 平成 28 年 9 月 1 日発行 

 ・「生命の尊厳の冒瀆」会長声明 

 ・災害福祉支援フォーラムを開催 

・特集「大規模災害にどう向き合うべきか？」 

・基礎研修 42 人が修了!! 

④ 広報紙第 157 号 平成 28 年 11 月１日発行 

 ・判断能力十分でない 

高齢者・障がい者の権利擁護の推進 

 ・権利擁護センターぱあとなあながのの取り組み 

 ・後見実務のスキルアップを 

めざすための実務研修 

 ・特集「地域が変わる！ 

      ソーシャルネットワークの試み 

⑤ 広報紙第 158 号 平成 29 年１月 1 日発行 

 ・年頭書簡 長野県社福士会はどこに向かうか 

 ・社会福祉士会として虐待と向き合う！ 

 ・重症心身障がい児・者シンポジウム 

 ・障がいを理由とした 

差別の解消に向けた地域セミナー 

⑥ 広報紙第 159 号 平成 29 年３月 1 日発行 

 ・セミナー・シンポ一斉開催 

 ・社会福祉士として仕事を行う上で 

影響を与えられた人物 

・特集「大規模災害にどう向き合うべきか？」 
 

２ パンフレットの作成 
 

３ ホームページのリニューアル 

  会員専用ホームページの新設 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 Ⅴ 成年後見事業（権利擁護センター ぱあとなあながの） 

 

１ 成年後見人養成委託研修（共催：山梨県社会福祉士会） 

○ 日 時  平成 28 年 7 月 10 日、8 月 27 日・28 日、10 月 22 日・23 日 

○ 会 場  松本市社会福祉総合センター、松本なんなんひろば 

○ 受講者  ５６人（山梨県１３人） 

 ○ 内 容  社会福祉士と成年後見、成年後見制度の解説、成年後見活動のための精神医学、家庭

裁判所の実務の理解、演習、財産法の基礎、財産管理のための知識、後見事務の実際、

家族法の基礎、身上監護、修了評価 

 ○ 講 師  澤地雅弘氏（長野県弁護士会員）    

村田志保氏（北アルプス医療センター副院長） 

渡邉貴樹氏 （リーガルサポートながの会員） 

谷水文香氏（長野家庭裁判所松本支部庶務課長） 

○ 会員講師：三村仁志、山田兵治、上條弘、鳥羽弘幸、北原俊憲、毛利公子 

 

２ 福祉関係者のための成年後見制度活用講座（共催：長野県社会福祉協議会） 

○ 日 時  平成 28年 10 月 19・20 日 

 ○ 会 場  ビレッジ安曇野 

 ○ 受講者  ５１人 

 ○ 内 容  福祉サービス利用と成年後見制度、成年後見制度の概要、日常生活自立支援事業と成

年後見制度、法定後見等の申立ての実務、任意後見制度と契約締結の実務、成年後見人

等の職務、グループ討議・全体討議 

 ○ 講 師  小松和茂氏（リーガルサポートながの会員） 

狛 信雄氏（松本公証役場 公証人） 

○ 会員講師：小池正志／小林俊之／北原俊憲／倉科準二 

 

３ 成年後見制度利用促進のための研修会（県補助事業） 

〇 日時・会 場・受講者  

平成 28 年 11 月 29 日（火） 長野市立柳原公民館        ３６人 

平成 28 年 12 月 2 日（金） 松本市総合社会福祉センター    ３２人 

平成 28 年 12 月 8 日（木） 伊那市福祉まちづくりセンター   ２５人 

平成 28 年 12 月 13 日（火） 東御市総合福祉センター      ３１人 

 ○ 内容・講師 

  ① 成年後見制度と高齢者・障がい者の権利擁護について 

会員講師：金川洋 

   ②  成年後見制度と市町村長申立て等の意義と根拠について 

講師：長野県弁護士会員（岡室恭輔氏／山崎秀隆氏／五味弘行氏／堀米美聡氏） 

③ 成年後見制度の果たす役割と利用手続きについて 

講師：リーガルサポートながの会員（髙野哲浩氏／唐澤鎮江氏／戸田雅博氏／内堀誠司氏） 

 



４ 権利擁護センターぱあとなあながの全体研修会 

〇 日  時  平成 28 年５月 21 日（土） 

〇 会  場   中野市中央公民館 

○ 内 容 北信ブロック活動の報告   

ＮＰＯ法人北信ふくしＭネット  

北信圏域権利擁護センター 相談員 永池 幹 

事例検討 グループワーク 

○ 受講者  ４０人 

 

５ ぱあとなあながの４地区全体研修会（基本実務研修） 

○ 日時・会場・参加者 

平成 28 年 11 月 6 日（日） 東信地区 東御市総合福祉センター 

平成 28 年 11 月 20 日（日） 中信地区 松本市梓川公民館 

平成 28 年 12 月 17 日（土） 南信地区 伊那市社会福祉協議会 

平成 29 年 1 月 29 日（日） 北信地区 長野市ふれあい福祉センター 

 ○ 受講者  ９１人 

○ 内 容  成年後見基本実務研修 科目２「受任直後の事務」 

成年後見基本実務研修 科目３「後見実務と記録」 

          グループワーク・講義・実習  

○ 会員講師：春原伸行／宮入典子／守屋幹雄／花田百恵／衛藤史郎／渋沢昌記／小林俊之 

 

６ 成年後見個別・無料相談会 

〇 主 催  長野県成年後見関係団体連絡会（９団体で構成）長野県社会福祉協議会 

 

 

 

 

 

〇 共 催  岡谷市・須坂市・木曽町・坂城町 各社会福祉協議会 

〇 日 時  平成 28 年 11 月 11 日（金）11：00～15：00 

 ○ 会 場  おかや総合福祉センター（諏訪湖ﾊｲﾂ）     相談件数：５件 

すざか女性未来館             相談件数：４件 

日義農村環境改善センター               相談件数：２件 

坂城町老人福祉センター                 相談件数：５件 

 〇 会員相談員 

北原俊憲／桜井幸雄／浅井茂／佐藤優子／南原友枝／秋葉多岐子／春原伸行／前川祥 

 

７ 権利擁護センターぱあとなあながの業務監査委員会 

〇 日 時  平成 29 年 3 月 7 日（火）10：00～12：00 

 ○ 会 場  長野県食糧会館２Ｆ 

 〇 内 容  ① ぱあとなあ事業・運営、後見受任者の活動内容等の業務監査 

② ぱあとなあ業務・運営等に対する業務監査委員会からの指導・助言 

 

【長野県成年後見関係団体連絡会】 

長野県弁護士会（ひまわり長野）／(公社)成年後見センター・リーガルサポートながの／長野県

社会福祉士会（ぱあとなあながの）／長野県精神保健福祉士協会／公益社団法人長野県介護福祉士

会／ 関東信越税理士会長野県支部連合会／ＮＰＯ法人長野県介護支援専門員協会／(一社)コスモ

ス成年後見サポートセンターしなの／(一社)社労士成年後見センター長野 

 



 Ⅵ 生 活 支 援 等 事 業（受託事業）  
 

 地域生活定着支援センター事業  

 

１ 受託事業 

高齢者や障がい者が矯正施設退所後、自立生活が困難な場合、保護観察所と協働して、福祉サービ

スの利用を援助すること等により、自立生活ができるよう支援を行う。 

長野県から委託を受けて事業を実施。（受託費：1,850 万円） 
 

２ 主な事業内容 

① コーディネート業務 

保護観察所からの依頼に基づき、対象者に対してニーズの確認を行い、受入福祉事業所の斡旋、

福祉サービスに関わる申請支援を行う。 

② フォローアップ業務 

コーディネート業務が終了後、地域に定着するまでの間必要に応じて、本人及び福祉事業所等に

対して支援を行う。 

③ 相談支援業務 

被疑者・被告人段階での障がい者・高齢者の支援や矯正施設から退所した方の福祉サービス利用

に関して、本人や関係者からの相談に応じ、コーディネート業務同様の相談・支援を行う。 
 

３ 支援実績 

                 (単位：人） 

  業 務 区 分                

区  分  

コーディネート フォローアップ 

H28 H27 H26 H28 H27  H26 

支 

援 

 

人 

数 

高 齢 者 15 20 13 8 8 10 

知的障がい者 10 5 10 3 4 7 

精神障がい者 5 5 3 0 1 2 

身体障がい者 3 3 1 1 1 1 

計 33 33 27 12 14 20 

相 

談 

経 

路 

前年度からの継続 14 13 9 5 5 18 

保護観察所 6 14 12 1 2 0 

他県センター 13 6 6 6 7 2 

計 33 33 27 12 14 20 

 

退 

所 

時 

の 

状 

況 

 

福 祉 施 設 1 1 1    

居 宅 生 活 1 3 4    

更生保護施設 3 4 1    

救 護 施 設 0 1 0    

病   院 2 0 2    

他県帰住等 10 10 6    

特別調整辞退 3 0 0    

計 20 19 14    

 
 

※ 相談支援業務の実数は、国（厚労省）

定義の実数。（ ）内数字は、相談を

受けて対応した件数。 

※ フォローアップは、施設に正式入所

前のショートで繋ぐ場合、また病院入

院の場合も含め期間限定のため、定着

支援センターでは満期出所支援のコー

ディネート業務と全く同じである。 

※ フォローアップは、正式入所できて

も問題行動を起こし出所２年経過して

も継続支援しているケースがある。 



４ セミナー・研修会 

(1) 累犯障がい者・高齢者支援を考えるセミナー（詳細：セミナー開催事業に記載） 

○ 日時会場  平成 28 年 11 月２日（水）13：00～16：30 松本市浅間温泉文化センター 

(2) 矯正施設視察研修会 

 ○ 日時会場  平成 28 年 11 月 16 日 長野刑務所     ２２人 

 ○ 日時会場  平成 29 年 １月 11 日  松本少年刑務所 １８人 

 ○ 日時会場  平成 29 年 ２月 10 日  松本少年刑務所 １０人 

 ○ 日時会場  平成 29 年 ２月 27 日  松本少年刑務所 １７人 

５ 運営体制等 

 ○ 困難ケースの指導･助言を中心に、定着支援センター運営委員会を開催 

 ○ 職員は、センター長含む支援スタッフ 計４人 

 

 児童虐待・ＤＶ24 時間ホットライン業務  

１ 受託事業 

「児童虐待・ＤＶ24 時間ホットライン」を設置し、児童虐待及びＤＶに関する通告等に 24 時間態

勢で電話相談対応する業務。 

相談件数の増加と共に、内容が一層複雑化しており、電話相談対応に高度な専門性が求められてい

る中で、電話相談対応の質の維持向上を図るため、公募型プロポーザル方式により今年度から受託 

（受託費：1,034 万円） 

２ 業務の内容 

・ 電話による児童虐待及びＤＶに関する通告、通報及び緊急の相談等の受理 

・ 緊急事案を受理した際の児童相談所又は女性相談センターへの速やかな連絡 

・ その他、電話相談業務全般に付帯する業務 

３ 業務の体制 

 ・ １日２４時間（夜間・深夜・早朝含む）、３６５日電話相談を受ける相談員（臨時職員）６人を雇用して対応 

 ・ 毎月１回 電話相談員定例会を開催し情報の共有、相談業務の向上を図っている。 

４ 通告通報・相談件数等  

平成２８年度 「児童虐待・ＤＶ24 時間ホットライン」受付及び処理状況（4～３月） 

1 通告通報・相談件数   

    

2 処理状況 

  

 

  
相談種別 前年度 件数 構成比% 

  

緊急連絡 
助言・

傾聴 

他機関

紹介 
その他 

 

児童 児童虐待 173 149 9.0% 

  

105 9 19 16 

 

関係 養護 140 116 7.0% 

  

33 32 42 8 

 

  その他(*１) 664 760 46.1% 
 

536 54 56 113 

 

  小計 977 1,025 62.2% 674 95 117 137 

 

ＤＶ ＤＶ被害 44 41 2.5% 10 6 24 1 

 

女性 夫婦問題 49 23 1.4% 0 7 16 0 

 

関係 親族の暴力 13 27 1.6% 

  

3 11 13 0 

 

  その他(*２) 220 58 38.9% 

  

10 16 21 12 

 

  小計 326 149 9.0% 

  

23 40 74 13 

 

その他(*３) 310 474 28.8% 

 

0 36 28 410 

 

合計 1,613 1,648 

 

  697 171 219 560 

 

＊１「児童関係」の「その他」は、虐待以外の児童・生徒からの相談や、関係機関等からの業務連絡 

 

＊２「ＤＶ・女性関係」の「その他」は、親族問題、住居問題などの相談や、関係機関等からの業務連絡 

 

＊３「児童関係」、「ＤＶ・女性関係」以外の「その他」は、無言電話、問い合わせ電話など 



 Ⅶ 法 人 運 営  

 

１ 定時総会 

● 日時：平成２８年６月４日（土） 会場：長野大学 

○ 出席正会員数（委任状を含む）  ６２８人 

○ 議事事項 

第１号議案  平成 27 年度 決算について 

       〇 平成 27 年度  監査について 

第２号議案  理事の選任について 

第３号議案  理事及び監事に対する報酬等支払規則の制定について 

第４号議案  委員会設置規則の制定について 

第５号議案  規則の一部改正について 

○ 報告事項 

(1) 平成 27 年度 事業報告について 

(2) 平成 28 年度 事業計画について   

(3) 平成 28 年度 収支予算について 

(4) 長野県社会福祉士会制定及び一部改正した規程等  

公益社団法人長野県社会福祉士会 定款 

諸規程等の作成及び管理に関する規程 

会長声明文発信に関する規程 

謝金・旅費支払規程 

個人情報保護規程 

地区活動設置規程 

権利擁護センターぱあとなあながの設置運営規程 

権利擁護センターぱあとなあながの名簿登録規程 

権利擁護センターぱあとなあながの設置運営規程細則  

 

２ 監査会 

● 日時：平成２８年 ４月２３日（土） 会場：長野県社会福祉士会事務局 

● 日時：平成２８年１０月２７日（木） 会場：長野県社会福祉士会事務局 

 

３ 理事会 

● 第 1 回通常理事会 平成２８年４月２３日（土） 会場：長野県食糧会館２F 

○ 議事事項 

第１号議案 平成２７年度 事業報告について 

第２号議案 平成２７年度 決算報告について 

     〇 監査報告について 

第３号議案 欠員理事の選任について 

第４号議案 常任理事の選任について 

第５号議案 職員給与規程の改正について 

第６号議案 職員退職金規程の改正について 



第７号議案 職員自家用公用車取り扱い実施要綱の制定について 

第８号議案 平成２８年事業計画の変更について 

第９号議案 平成２８年度の収入支出補正予算について 

 

 ● 第２回通常理事会 平成２８年６月２５日（土） 会場：障がい者支援施設「ささらの里」 

  ○ 議事事項 

  第１号議案 長野県社会福祉士会 正会員の入会について 

第２号議案  長野県社会福祉士会 賛助会員の入会について 

  第３号議案  会員に対する寄付金の依頼等に関する内規の一部改正について 

 

● 臨時理事会 平成２８年７月２９日（金） 

議案   「津久井やまゆり園の事件」に対する会長声明について 

 

● 第３回通常理事会 平成２８年８月２７日（土） 会場：障がい者支援施設「ささらの里」 

  ○ 議事事項 

第１号議案 長野県社会福祉士会 正会員の入会について 

第２号議案  長野県社会福祉士会 賛助会員の入会について 

 

● 第４回通常理事会 平成２８年１１月２０日（日） 会場：長野県食糧会館２Ｆ 

  ○ 議事事項 

第 1 号議案 長野県社会福祉士会 正会員の入会について 

 

● 第５回通常理事会 平成２９年 １月２１日（土） 会場：障がい者支援施設「ささらの里」 

 

● 第６回通常理事会 平成２９年 ３月 ４日（土） 会場：長野県食糧会館２Ｆ 

  ○ 議事事項 

第 １号議案  正会員の入会について 

第 ２号議案  賛助会員の入会について 

第 ３号議案  運営安定化積立金設置・運用規程の制定について 

第 ４号議案  特定資産 備品購入積立預金の取り崩しについて 

第 ５号議案  大規模災害発生時対応要綱の一部改正について 

第 ６号議案  大規模災害支援積立金設置・運用規程の制定について 

第 ７号議案  特定資産 退職手当積立預金の取り崩しについて 

第 ８号議案  給与規程の一部改正について 

第 ９号議案  平成２９年度 事業計画について 

第 10 号議案  平成２９年度 収支予算について 

第 11 号議案  次期定着支援センター運営委員会委員の選出について 

 

４ 正副会長会議 

●  4 月 15 日／ 5 月 25 日／ 6 月 27 日／ 7 月 19 日／ 8 月  8 日／ 9 月 12 日／9 月 26 日 

 10 月 4 日／11 月 20 日／12 月 15 日／  1 月 4 日／ 1 月 21 日／ 2 月 22 日／ 3 月 4 日 



５ 会長声明等 

(1)  津久井やまゆり園の事件について（平成２８年７月２９日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信濃毎日新聞（H28.7.30第１社会面） 

津久井やまゆり園の事件について 
  

７月２６日未明、神奈川県相模原市の障がい者支援施設において、入所者１９人が殺害され、２６人が重軽傷

を負わされるという悲惨な事件が起こってしまいました。 
 

戦後最悪と言われるこの事件に際し、全ての人が人間としての尊厳を有し、価値ある存在であり、平等である

ことを深く認識している私たち長野県社会福祉士会は、亡くなられた方々のご冥福をお祈りし、怪我をされた

方々の1日も早い回復を心から願っております。 
 

この事件は、障がい者に対する究極の人権侵害であり、虐待であり、生命の尊厳を冒涜するものです。この行

為を私たちは断じて許すことが出来ません。 
 

福祉の担い手であったはずの男性がこのような事件を引き起したことについて、日本の福祉の脆弱さ・未成熟

さを思わざるを得ません。とりわけ、男性が元職員であるという背景を考えると、労働環境や人材育成までも含

めた、日本の福祉現場の危機的な状況が露呈したものとも捉えられます。  
 

しかしながら私たちは、重度の重複障がいを持ちながら懸命に生きる人々のそばにいて、命の素晴らしさ、人

間の尊厳の素晴らしさを深く認識しています。 

障がい者を蔑視する考えは、心のバリア（差別意識）そのものであり、社会的障壁そのものです。人を人とも

思わない考え方と行動は、障がい者だけでなく、社会的弱者に対するヘイトクライム（差別意識に基づく虐待行

為）です。 
 

殺害された１９人の氏名について、ご遺族からの要望があって非公表となったとの報道がなされました。そこ

には、今なお障がい者に対する社会の差別、偏見に苦しむ家族の姿があり、まさに、障がいは社会の方にあると

考えます。 
 

「この子らを世の光に」と言った糸賀一雄先生の思想は、重度の障がい者が社会の中心にいて、その人らしく

生きられる社会こそが、誰もが幸せに暮らせる本当の豊かな社会であるというものです。半世紀前のこの思想も、

先進国と言われる日本社会において未だ実現に至っていません。 
 

私たち長野県社会福祉士会は、様々な関係機関・団体等と連携しながら、人間の尊厳を尊重するという意識を、

社会の隅々まで浸透させ共有し、障がいがあっても差別されない共生社会の実現を目指して取り組みます。  
 

平成28年7月２９日 

 

公益社団法人長野県社会福祉士会 

会 長  三 村 仁 志 



 (2) 県弁護士会との虐待対応に係る 

県健康福祉部長との懇談・記者会見 

 弁護士と社会福祉士による「虐待対応専門職チーム派

遣」が、高齢者加え障がい者にも対応する協定調印に基

づき、県との連携等進めるために要望と懇談。その内容

を会見で発表 

① 日 時 平成 28 年 4 月 15 日（金） 

  ② 対応者 県健康福祉部 

山本英紀 健康福祉部長 

滝 沢 弘 地域福祉課長 

井上雅彦 介護支援課長 

山崎敏彦 障がい者支援課長補佐 他 

  ③ 要望者  

県社会福祉士会 三村仁志 会 長 

萱津公子 副 会 長 

宮本雅透 担当理事 

小池正志 事務局長 

        県 弁 護 士 会 黒 田 信 副会長 

五味弘行 高齢者・障害者委員長 

山本恭子 高齢者・障害者副委員長 

  

 

 

 

 

 

④ 長野県知事への主な要望内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者・障がい者の虐待対応について（要望・懇談内容 要旨） 

 

長野県弁護士会・長野県社会福祉士会 

 

高齢者虐待防止法が施行して１０年経過し、障害者虐待防止法が施行してから５年目を迎えようとしています

が、厚生労働省や長野県の虐待状況調査結果では虐待件数が増えている状況にあります。 

このような状況の中で、長野県弁護士会・長野県社会福祉士会は、高齢者の虐待対応に専門職派遣を平成25

年度から実施してきたのに続き、平成28年4月からは障がい者の虐待にも対応すべく協定を締結しました。 

私たちは、「虐待は極めて重大な権利侵害である」という認識のもと、長野県と有機的に連携し、虐待対応の

市町村支援を行い、高齢者・障がい者が虐待を受けることなく、その人らしい人生を送れよう取り組みます。 

ついては、長野県においても趣旨ご理解の上、市町村行政に対する指導及び事業者に対する働きかけ等協働し

ていただきますようお願いします。 

１ 市町村支援の虐待対応専門職チーム派遣の積極的な活用について 

２ 高齢者虐待防止法、障害者虐待防止法の普及について 

３ 高齢者及び障がい者虐待対応等の研修会について 

４ 虐待対応・権利擁護のために成年後見制度の活用について 



 Ⅷ 委員会・地区活動・全国会議等   

 

１ 委 員 会 活 動 

(1) 一般委員会 

  ① 福祉活動委員会  6 月 4 日 

   ② 虐待対応委員会  4 月 23 日／ 6 月 4 日／5 月 20 日（県関係課、県弁護士会との打合せ会議） 

5 月 29 日／10 月 1 日／3 月 3 日（管理運営委員会兼研修会） 

③ 広報編集委員会  6 月  4 日／12 月 6 日／  3 月 18 日 

広報紙発行時メールで校正＆次号企画会議 

 

(2) 事業委員会 

① 生涯研修センター運営委員会 

 ○ 生涯研修委員会  6 月 4 日 

○ 基礎研修部会   12 月 3 日（近県社士会意見交換会） 

○ 専門研修部会（福祉専門研修部会） 4 月 14日／6 月7 日／7 月20 日／9 月1 日 

② 権利擁護センターぱあとなあながの運営委員会 

○ 運営委員会  5 月 7 日／6 月 4 日／9 月 10 日／2 月 4 日 

○ 役 員 会  5 月 7 日／6 月 4 日／9 月 10 日／2 月 4 日 

○ 広報部会   4 月 9 日／7 月 10 日／11 月 19 日／1 月 22 日 

○ 研修部会   5 月 15 日／6 月 5 日／8 月 21 日／10 月 1 日／1 月 8 日 

③ 地域生活定着支援センター運営委員会 

4 月 28 日／6 月 16 日／7 月 21 日／9 月 8 日／11 月 17 日／12 月 15 日／1 月 26 日／3 月 23 日 

 

(3) その他（選挙管理委員会） 

   平成 28年 10 月 17 日（月） 委員長選任、役員改選に向けて告示等日程確認 

   平成 28年 12 月 21 日（水） 全県理事立候補者及び選挙日程等の確認 

   平成 29 年  4 月 6 日（木） 全県理事立候補者及び選挙日程等の確認 

 

２ 地 区 活 動  

(1) 東信地区（上小ブロック、佐久ブロック） 

① 学 習 会 

 ○ 佐久ブロック 5月 28 日／9月 10 日／9月 17 日／11 月 26 日 

○ 上小ブロック 11 月 26 日／3月 17 日      

② 地区総会 平成 29 年 2 月 25 日  

③ 役 員 会 4 月 12 日／4月 27 日／6月 29 日／7月 27 日／8月 22 日／10 月 1日 

12 月 21 日／1月 13 日 

 



 (2) 北信地区（長野ブロック、北信ブロック） 

① 学 習 会 7 月 19 日／8月 31 日／11 月 17 日／1月 19 日  

  ひよこ部会 2月 4日  

② 地区総会 平成 29 年 2月 25 日 

③ 役 員 会 5 月 24 日／9月 28 日／12 月 1 日 

 (3) 中信地区（松本ブロック、大北ブロック、木曽ブロック） 

① 学 習 会  

○ 中信ブロック 6 月 25 日／8月 19 日／9月 16 日／10 月 21 日／11 月 18 日／1月 28 日  

○ 大北ブロック 11 月 11 日  

説 明 会 7 月 16 日／9月 24 日   

  ② 地区総会  平成 29 年 2 月 18 日 

③ 役 員 会 4 月 14 日／8月 18 日／1月 12 日 

 (4) 南信地区（諏訪ブロック、上伊那ブロック、南信州ブロック） 

① 学 習 会             

○ 上伊那ブロック 7 月 20 日／9 月 21 日／11 月 19 日／1 月 18 日／3 月 22 日 

○ 南信州ブロック 7 月 21 日／9 月 15 日／12 月 8 日／1 月 19 日 

○ 諏 訪ブロック 7 月 2 日／9 月 3 日／12 月 3 日 

② 地区総会 平成 29 年 2月 18 日 

   ③  役 員 会 10 月 25 日／12 月 3 日／2 月 4 日 

 

３ 日本社会福祉士会／関東甲信越ブロック会議への出席 

● 関東甲信越ブロック社会福祉士会災害連携会議  4 月 23 日（本藤会員） 

● 都道府県ぱあとなあ連絡協議会 5 月 21 日～22 日（衛藤ぱあとなあ事務局長） 

● 日本社会福祉士会通常総会   6 月 18 日（三村会長） 

● 都道府県社会福祉士会会長会議 9 月 3 日～4 日（三村会長） 

 ● 全国生涯研修委員会議 9 月 24 日～25 日（青木生涯研修センター委員長、関事務員） 

● 日本社会福祉士会関東甲信越ブロック連絡協議会 2 月 4 日（萱津副会長） 

● 日本社会福祉士会臨時総会   3 月 18 日（三村会長） 

 

 


